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　　　　 ヨ ハ ネ福 音 書　17 ・3

プ ロ ロ
ー グ

　今 ， こ う して 壇 上 に 立 つ と
，

ど う して も最 終講義 をす る こ と な く天 国 に 帰 っ

た 高崎毅 ， 左近 淑 両 先生 の こ と を想 起す る 。 主が 栄光の 冠 りを も っ て 両先 生 を

迎 え容 れ て 下 さ っ た こ と を信 じ た い 。

　最 終講 義 の
一

つ の あ り方 は ， 後輩 の た め に 自分の 神学的展開 を述 べ て 参考に

帰す とい うもの で あ る 。 私 は 先輩や 同輩 の 前 に 多 く語 る もの は持 ち合 わせ ませ

な い が ， 今 の 神学生
， 若い 伝道者 ， ある い は こ れ か ら の 献 身者 の た め に ， 私 の

信仰 と
，

そ の 神学研究 の 面 をか い 摘 まん で
， 話 し， 反面教師 と して で も役立 て

ば 幸 い で あ る 。 私 の や っ て きた こ と は
，

1． 史 的 イ エ ス と ケ リ ュ グ マ の キ リス

トに 関す る もの
，
2． ヨ ハ ネ福音書研究， 3 ． それ に 牧会生活の 実践か ら必要

とな っ た 新 約 聖 書 の 教 会 論 の 三 つ で あ る が ， 「イ エ ス を求 め て 」 と の 副 題 を意

識 して 史的 イエ ス に 時間 を与え
，

ヨ ハ ネと教会論 につ い て は 簡単にす る 。

　東京神 学 大 学版 の 「新約 聖 書 神学 辞 典 」 の 最 後 を 見 る と
， 日本 に お け る イ エ

ス に 関 す る 本 が 記載 され て い る 。 明治期 よ り1900年まで に
，　

一
千 冊 の 本 が 出

て い る 。 もち ろ ん
，

信 仰 者 で な い 人 が か い た もの もあ り ， 学 問 的な もの で な い

の も多い 。

一
人の 人物 に つ い て こ れ だ けの 書物が書か れ る の は 異 常 な こ とで あ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 47

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Tokyo Union Theological Seminary

NII-Electronic Library Service

Tokyo 　Unlon 　Theologloal 　Semlnary

る 。 世 界 中 で あ れ ば
， もっ と多い で あ ろ う。 聖 書 に よ っ て イ エ ス を知 る と

，
ど

うして も書きた くな る の で ある 。
い や

， 真 に イ エ ス に 従 っ て い く者 は
， そ の 生

涯 を もっ て
， 導 き手イエ ス の 姿 を描 い て 行 くの で あ ろ う。 そ う した

， 大 きな文

脈 に お い て お 聞 き頂けれ ば幸 い で あ る 。

　学問の 話をす る の だ が ， 前提 と して の 信仰経歴 に つ い て 先ず略述す る 。

　1933年 ， 私 は 牧師の 家 庭 に 生 ま れ た 。 名古屋 市内 で
，

は じめ の 7 年 は 熱 田

教会 で
， 後 の 11年は 中京教会で 育 っ た 。 父 は青山の 神学部卒業 。 メ ソ ジ ス ト ・

プ ロ テ ス タ ン トの 牧 師 と な り， 日本 基 督教団 に 編入 さ れ た 。
パ ウ ロ 的 な贖罪 信

仰 を経 験 し ，
ど ち らか とい え ば

，
メ ソ 的 で は な く ， 講 解 説 教 を 重 ん じ

，
バ ル ト

等 の 影響 を受 け ， 書斎 を愛 す る 牧師 で あ っ た 。 幼 い な が ら少 年期 ま で に 戦 前 ，

戦中 ， 戦後 の 日本の 思想的破綻 を味 わ い
，

1945年 1 月23 日に牧 師館は 250キ ロ

の 爆弾 で 破砕 さ れ
，

5 月 14 日に 教 会 堂 は 六 百 発 の 焼 夷 弾 で 焼 け野 が 原 に な っ た 。

1946年 ク リス マ ス
，

旧制 中学 1 年 生 の 時 ，
生 死 の 問 題 ， 人 間 に 棲 む 罪 の 問 題

か ら前 進 す る た め に 主 イ エ ス に 従 っ て 行 く決 心 を し信 仰告 白式 を受 け た
。

　しか し ， 福音 の 把握が ま だ倫 理 的 で あ っ た の か ， ます ます 人 間 の 罪 に 直 面 し
，

自分 の 罪 意 識 に 悩 ん だ 。 「鳴呼 わ れ 悩 め る 人 な る か な
，

こ の 死 の 体 よ り我 を救

は ん者は誰ぞ」 との ロ ー マ 書 8 章24節 は 自分 の 告 白 と なる の で あ る が ， 25節

の 「我等 の 主 イエ ス ・キ リ ス トに 頼 りて 神 に 感謝す」， が 言 えな い
。 こ の 点 に

つ い て 悩 ん で い る と きに
，

マ ル コ 2 章 17節 に よ り， 主 イ エ ス が 私 を把 え る と

い う経 験 を し た 。 1948 年 の こ と で あ る 。 1952年 4 月 29日 に 国 際 基 督 教 大 学 に

入学 した が
，

二 週間 に して
， 母危篤 の 電報 で 名古屋 に帰 っ た 。 母 は 既 に 人事不

省 で あ っ た 。 八 年 間 ， 結 核 に 苦 しみ 六 度 の 手 術 の 結 果 ， 母 が 死 ん だ 。 し か し ，

不思 議 に 最 後 に 目 を 覚 ま し50分 間臨 終 の 祈 りをな し平安 の うち に 天 国へ 召 さ れ

た 。 こ の 時 ， 肉体の 生命を越 え た 永遠 の 命が あ り， 復活が あ る こ とを信 じさせ

られ た 。

　 1956年の 夏 前 で あ る が ， 宗教 科教 育法 の ク ラ ス の 中 で ル カ 5 章 1 〜 11節 を

皆で 取 り扱 っ て い た 。 「こ こ で ペ トロ が献身す る際 に
， 『主 よ

， 私 か ら離 れ て 下

さい 亅 と言 っ て い る の は な ぜ か 」 とい う問 が 出 た 。 「イ エ ス に お け る 神 の 臨在
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に 触 れ た か らで し ょ う」 と答 え る と
， 「松 永 君 ， 君 は ど うか ね」 と即 問 され た 。

牧師 に は な ら な い
，

と い う考 えが 色 々 な 機会 に 変 え ら れ て は 来 た が ，
こ こ で 電

撃的 に捕 らえ られ た 。 教 師は 非常勤講師 と して 教えて お られ た 三崎 町 教会牧師

山北 多喜彦氏 で あ っ た 。 日本 で 伝道 す る な ら 日本の 神学校 へ ， と い うの が 神 田 ，

石 原 先 生 の 意見 で
， 東 京神学 大 学 に 来 る こ と に な っ た 。

　神 学 生 時代 ， 1958 年 の 夏 期 伝道 の 最 初 の 日曜 日， 夕礼 拝 の 説 教 の と きに ，

神 の 言葉 は そ れ 自身 の 栄 光の ゆ え に 会衆 に 働 か れ る
，

つ ま り神 が わ た しの 唇 を

通 して も語 られ る とい う札拝 に お け る 主 の 臨在 を経験 し
， 最終的 に 説教者 と し

て の 道が 準 備 さ れ た 。 主 は ， 私 の よ うな 罪 あ る 者 に も
，

こ う した 小 さ な 機 会 を

与 え
，

人 生 の 中で
， 大 きな節 目 を造 っ て 行 か れ た の で あ る 。

こ うし た
， 日頃 あ

ま り話 した こ との な い 前提 を 話 した の は
， 今 日の 講 義 と関 連 あ る か らで あ る 。

　 1952年 よ り国際 基 督教 大 学語 学研 修所 に 入 る 。 研 修所 と学部 1 年次 ， 最 初

の 2 年 で 英 語 の 読書 や
， 講義 を 理 解 す る 力 を 与 え ら れ た の は 幸 い で あ っ た 。

ICU に 入 っ た 時 に は 哲 学 ・歴 史 をや ろ うか と考 えて い た 。 友 人 の 川 田 殖 に 「宗

教 と哲学 の 根本 に あ る もの 　 波多野精
一

の 学 業 に つ い て 」 とい う本 を教 え

ら れ て 読 み ， 神 田 の 古本 屋 で 「哲学 お よ び宗教 と其歴 史」波多野 精
一

先 生 献呈

論文 （昭 和 13年） を買 い
， 貪 る よ うに 読 ん だ 。 そ の 中 に 石 原謙 ， 神 田 盾夫 ， 山

谷 省 吾 の 論 文 が あ り， 初 め て 研 究 的 に 聖 書 を学 ぶ 歴 史 や 聖 書 の 学 問 が あ る こ と

を知 る 。 親父 の 本箱 か ら植村 正 久 ， 高倉徳太郎 ， 中村獅子雄 ， 内村鑑 三
， 藤井

武 ， 石 島三 郎 や ，
バ ル ト ，

ブ ル ン ナ
ー な ど を読 ん で は い た が ， 寮 の 舎監 都留春

夫氏 か ら 出版 さ れ た ば か りの 桑 田秀延 「基督教神学概論」 （1952） を借 り， 神

学 と い う もの は こ ん な に も面 白い もの か と思 っ た
。 や が て

， そ うい う著者 と出

会 う よ う に な る こ と は
， 夢 に も思 わ な か っ た 。

　大学 で 歴 史 と哲学 の 教授 は い ず ， 新約 と神学 の 教授 が い た
。 神 田 盾失 ，

E．

ブ ル ン ナ
ー で あ る 。 旧約 は 秋 田 稔 講 師 で あ っ た 。 ブ ル ン ナ

ー か ら神 学 の 初 歩 を

学ぶ が
， 省 略 。 （中沢 恰樹 ・川 田 殖編 「日本 に お け る ブル ン ナ　　講 演 と思 い

出」 1974参照 ）。
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　神田先 生 よ り新約の 手 ほ ど き を受 け ，
ギ リ シ ャ ／ ヘ レ ニ ズ ム 文化 とヘ ブ ラ イ

ズ ム の 出 会 い が あ り ， 両 者 が キ リ ス ト教 の 中 に 生 きて い る と言 う こ と を学 び
，

また 石 原 謙 先 生 の 講 義 も原 始 キ リス ト教 の 発 生 が 中心 で
， 私 の 関心 は ケ リ ュ グ

マ の キ リ ス ト と史 的 イ エ ス の 関 係 に 向 い て い っ た 。
こ の 頃宮 本 武 之 助 先 生 も非

常勤 と して 来 られ る よ うに な っ た 。

1． 史 的 イ エ ス とケ リ ュ グ マ の キ リ ス ト

　 問 題提起 ：か つ て は キ リ ス ト教 の 創始者 は イ エ ス か パ ウ ロ か ？ （山 谷省 吾

「イ エ ス と パ ウ ロ
， 原 始教会」 1978 ）， 今 で は 「イ エ ス が キ リ ス トで あ る 」 と

い う信仰告 白 （ケ リ ュ グ マ 1 コ リ15 ・3 以 下 参照） は
， 史的 イ エ ス と ど う関 わ

る か 。 あ る い は イ エ ス の 神の 国運 動 と初期 キ リス ト教 の 宣 教 との 区別 と相 違 と

もい え る 。

　定義 ： 「ケ リ ュ グマ の キ リ ス ト」 とは 1 コ リ 15 ・3 以 下 等 の 伝承 に あ る ご と

く ， 初期 キ リス ト教 の 説 教 （福音）で 告 白され て い る イ エ ス ・キ リス トで あ る 。

「史 的 イ エ ス 」 とは
，

イ エ ス が キ リ ス トで あ る との 信 仰 告 白が 成 立 す る 以 前の
，

歴 史内 に 活動 した ナ ザ レ 人 イエ ス を指す 。 現代で は
， ナ ザ レ イエ ス に つ い て は

，

主 に 新 約 聖 書 ， 特 に 福 音書 の 文書 の 背後 の
一

部 に 史料 が あ る の み で
，

そ う し た

史料 を選 択 し 「史的 イエ ス 像」 に 再構成す る た め に は
， 狭義 の 学 問 上 で は研 究

者 の 解 釈 が 入 っ て い る 仮 説 と して の 「イ エ ス 」像 以 上 に は 出 な い
。

　私の 「イエ ス 研究」は
， 今か ら考えて み る と三 つ の 段階が あ っ た よ うに思 う。

　（A ）最 初 は
， 福 音 書研 究 の な か で 「イ エ ス 」 に つ い て 読 ん だ こ とで あ る 。 神

田先生 は 具体的指導を しない 教師 で あ っ たが
， 要す る に様式史研究 か ら福音書

を読 ん だ 。 彼 は 英 国 と トイ ツ で ド ッ ド とデ イ ベ リ ウ ス に 師事 し た 弟子 で あ り，

C．H ．Dodd の The ．Apostolic　Pre α ohMg α nd 　Its　Development
，
か ら は じ ま っ て

，

ノlccoraling　to　the　Scriptzeres
，
　His ‘07Zl　and 　the 　Gosp θ‘

，
　A わOZLt　the　GospelS

，
　The

Meani7zg 　of 　P α uZ プbr　To−d α 9 ，
　The ・Pαr αわte （〜f　thθ　Kingdom

，
　The　AZLthoritg（〜プ

thθ　Bibtθ
，
とい っ た本や ， 両 Manson

，
　J．Jeremias

，
　A ．M ．　Huntcr の 一 連 の もの 等

を読 ん だ 。 当時 は
， まだ 和訳 が デ イベ リ ュ ス の 「イ エ ス 」，

テ イ ラ
ー

の 「イ エ

50

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Tokyo Union Theological Seminary

NII-Electronic Library Service

Tokyo 　Unlon 　Theologloal 　Semlnary

キ リス トの 十字架 と栄光

ス の 生涯 と活動」，
ハ ン タ ー の 「現代 の イ エ ス 」 の 3 冊 く ら い で 少 な か っ た 。

英 国 の 新約学者が 信 徒向 きの 小冊 子 で 重 要 な問 題 を論ず る の で
，

ド ッ ドや ，
ハ

ン タ
ー の Pα ul 　and 　His 　Predeccesors

，

エ レ ミア ス の 英訳 The 　P αrαbte　of 　，Jes？i．s
，

The　Ce’ret’rae 　Mess αge （〜f　the　New 　Testame7zt
，
や バ ー

ク レ イの 書物 に は 、 大 い に

助 け ら れ ，そ の 影 響 が 残 る 。 フ ラ ン ス 語 の ゴ ー
ゲ ル や ギ ニ ュ ベ ー ル の 「イ エ ス 」

も英訳 が 図 書室館 に あ っ た
。 神 田 先 生 は 「筐底二 〇年 を経 て 吟 味 せ ざれ ば 書 に

非ず」 と い う方 針 で あ り， 寡筆 で あ っ た 。 厄 介 なの は
，

デ イベ リ ウ ス は 英 訳

が な く困 っ た が ， そ こ に
，

マ ル コ 福 音 書 の 大 部 な 注 解 書 を書 い た V ． テ イ ラ

ー
の The 　Formation （〜ブ　thθ Gospee　Trαdition

，
　Eight　Lectures（1953）を始 め と

し ， ．Eo γgtveness α nd 　R θ concili α tion （1952 ），
　 The 　Atonement 　in　N θ w

Testament 　Te α ching （1954 ），
　Jesus α nd 　His　s α o γ加 c θ（1955 ）の 贖 罪 論 三 冊

と
，
The　N αmes 　Of　Jθsus （1953），

　The 　Lzfe αnd 　Ministry （〜f　Jθs2LS （1955），　Th θ

C γoss 　of 　Chrzlst（1956），　　 The　Perso7z（’f （］hrist　（1958）
一

が 手 に 入 り ， 卒

論 は Jes2tS　and 　His　Sαc吻ficeを 中心 に マ ル コ の 「人の 子」 に つ い て 書い た 。

　（B ） こ の あ た りか ら第 2 期 に な る 。 新約本文 の 釈義 。 東神大 の 大学 院に 編 入
，

山谷 省吾 ， 竹森満佐
一

先 生 が新約 の 教授 で あ り， 熊野先 生 も新約 を手伝 っ て お

られ た 。 ボ
ー

マ ン 教授 が ICU に 来 て お ら れ て 東京神学 大 学 で も新 約 の 講 義 を

され た 。 東神 大 修 士 課程 で は 主 に パ ウ ロ を学 び
， 修論 は キ リ ス ト論 との 関係 で

，

山 谷先 生 の 下 で パ ウ ロ 書簡 の 「イ エ ス ・キ リ ス ト」 に つ い て 書 い た 。

　 こ の 間 ， 私 の 研 究 に と っ て 大 きか っ た の は
，

ブ ル トマ ン の 元 で 学 んで 米国 に

帰 る　 マ イケ ル ソ ン 教 授 が 東神大 で は 初 め て ブ ル トマ ン 神 学 を論 じ た こ とで あ

っ た 。 そ して ， そ の 通 訳 を して い た 野 呂芳男教授 が ， 彼 自身も非常勤講師 で 大

学 院 の 特講 を別 に 教 えて い た が 「こ れ まで テ リ ッ ヒ で や っ て き た 。 そ の ノ
ー

ト

を捨 て て 下 さい
。 今 日か ら は ブ ル トマ ン て 行 き ます」 と神学転 向 の 告 白 を し た

こ とで あ っ た 。 私 も神 田 先生 の 影響下 で デ イベ リ ュ ウ ス や ド ッ ドの 様式 史 を学

ん だ が ， ブ ル トマ ン に つ い て は 敬 遠 し多少読 ん だ だ けだ っ たの で
，

こ れ は 正 面

か ら読 み 直 そ う と い う気 に な っ た 。 大学 院 の 博 士 課程 （い まの 博 士 課 程 後期 ）

で は
， 山谷先 生 に お 願 い して 「原 始 キ リ ス ト教 」 を読 み だ し た こ とで あ る 。 神
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田先 生 の 助手 を七年続けた が ， や が て 「共観福音書伝 承 史 」 を丁 寧 に 検討す る

と こ ろ まで い っ た 。 ブ ル トマ ン の 新約研究 また 非神話化 ， ケ リ ュ グ マ 神学 と し

て の 壮大 な る プ ロ グ ラ ム に は
， 同調 は しな い が ， 尊敬 の 意 を持 っ て い る 。 博士

課 程 で は イエ ス 問題 に 帰 っ て きた の で あ る
。　 共観福 音書の イ エ ス 伝承 を洗 い

だ し ， 検討 した 末 ， ブ ル トマ ン は言葉伝承以外 に 生前の イエ ス に溯 る こ とは 不

可 能 と し
，

ケ リ ュ グ マ か ら 出発 す る こ とを打 ち 出 し た 。
つ ま り

， 史的 イ エ ス と

信仰 の キ リス トとの 分 断 で
， 説 教 に よ る イ エ ス ・キ リ ス トか ら始 ま る の が 神学

的 に も正 し い と し た の で あ る 。 こ れ は グ ノ
ー

シ ス だ と異 を 唱 え た の は バ ル ト等

で あ り ， また か な りの ドイ ツ 圏 ， 殆 どの 英語圏 の 新約学者 で あ っ た 。 ブ ル トマ

ン は ダ ス は あ る が
， ヴ ア ス と ヴ イー は な い

。 だ か ら こ そ ， ケ リ ュ グ マ か ら始 ま

る と した （2 コ リ． 5 ・16）。

　1954 年 に ケ ー ゼ マ ン の 史的 イ エ ス 問 題 の 再 起 （第 二 の 追 求） が あ り ，
ポ ス

ト ・
フ ル トマ ニ ア ン は イ エ ス の 神 の 国 の 説 教 と

， 初 代教会 の イ エ ス ・キ リス ト

の 福音 との 間 に ， 連 関あ る い は 逆説的緊張が あ る 等 の 議 論が な され た 。 フ ッ ク

ス
，

エ
ー ベ リ ン グ

，
H ． ブ ラ ウ ン らで あ る

。 そ の 頃の 「イエ ス 」に つ い て は
，

日本 語 に 限 っ て い っ て もボ ル ン カ ム
，

シ ュ タ ウ フ ァ
ー

， ブ ル トマ ン
， な どの 翻

訳 が 出た 。 また
， 当時 の イエ ス 研究 は一

時代前 の シ ュ トラ ウス
，
A ． シ ュ ワ イ

ツ ア
ー

，
ブ レ

ー
デ ，

バ イ ス
， R ． オ ッ トー

等 の 後 を受 け ， 黙 示 思 想 の 「人 の 子」

の や 「神 の 国」研究 か ら展 開 し ， 生前の イエ ス の 機能の 発 見 を想 定 しつ つ
，

キ

リス ト論的称号の 歴史的検証 が 中心 とな り， 先 の テ イ ラ
ー 始め

，
ク ル マ ン

，
フ

ラ
ー

，
ハ ー

ン ， の キ リ ス ト論 ，

ヘ ン ゲ ル
， や 0 ． ベ ッ ツ の 「神 の 子」 の 旧約 ・

ユ ダ ヤ 教渕 源 の 証 明 ，
ダ ン の Th θ　Christotogg　in　M αking （1980）に 至 る 。 新約

神学 も リチ ャ
ー ドソ ン の 後 は歴 史記述 とな り，

ブ ル トマ ン
， に つ づ い て キ ュ ン

メ ル ， コ ン ッ エ ル マ ン ， ロ ー セ
，

ゴ ッ ペ ル トが 出 て きた 。 また シ ュ テ ィ ル マ ッ

ハ
ー

らの 解釈学 が盛 ん に な っ た 。
ユ ダ ヤ 教徒 の 「イエ ス 」 に ク ロ ー ズ ナ

ー
，

フ

ル ッ サ ー や ヴ エ ル メ シ ュ が あ る 。

　（C）「イ エ ス 」 理解 の 視点 。 しか し ，
こ の 間 に ， キ リス ト論称号 とい っ た概念

等 に よ る 史的 イエ ス の 検討 は行 きず ま り， 史的 イ エ ス へ の 第三 の 追 求 の 時代 に
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キ リス トの 十 字架 と栄 光

は い る 。
つ ま り ， 社会学的 な研 究 や

，
歴 史の 広 い 社 会環 境 の 中 で 論 じ ， あ る い

は ナ グ ・ハ マ デ イ文書 ， 死海文書 ，
旧 約外典偽典 ，

ラ ビ文学等 の コ ン テ キ ス ト

の 中で を探求 す る と い う こ と で あ る が
，

こ の 探求 の 大 きな原 因 に は も う
一

つ あ

とで 説 明す る N ． ペ リ
ー ン の 編集史 の 結果か らの 提言が あ っ た と思 わ れ る 。

　こ の 頃 ， 様式史研 究 で か っ て デ イベ リ ュ ウ ス 等 が 新約外典 に 近 い ノ ベ レ （聖

人 伝説） と唱 えて い た 伝承 が ， 実 は 生前 の イ エ ス に 近 い 最古 の 「癒 し」 伝 承 と

して 再 評 価 さ れ ， イエ ス の 言 葉 （Q 資料 ） と並 ん で 資料 と し て 扱 わ れ る よ うに

な り， 様式史研 究 の 再検討が 始 ま っ た 。 こ れ が 第 3 期 で 留学 後 に まで 至 る 。 私

の 課題 に つ い て は
， 少 しあ とに 述べ る 。 「癒 し」伝承 に 関 して もヘ レ ニ ズ ム 的

「神 の 人 1 か ら 見 る の で は な く ，
エ リヤ ＝ エ リ シ ア 物 語 の 系譜 と見 る 。 （「マ ル

コ 福音書 に お け る供食の 記事 に 関す る 一 考察」 1997 を見 よ。 ） また ， 編集 史研

究 の 成 果が ボ ル ン カ ム
，

コ ン ツ エ ル マ ン
，

マ ル ク ッ セ ン と紹 介 さ れ た 。 和 訳 や

日 本語 の 「イ エ ス 」 に つ い て もW ． マ ン ソ ン
，

T ．　 W ． マ ン ソ ン
，

ブ ラ ウ ン
，

ド ッ ド， 木 下 川頁治 ，
八 木 精

一
， や E ． シ ュ ワ イ ツ ア ー

， ヘ ン ゲ ル
， ト ロ ク メ

，

荒井献， 出 川 建三 ，
三 好廸 ， そ して 社会学 的 な タ イセ ン や ，

シ ョ ッ トロ フ
，

シ

ュ テ ゲ マ ン
，

ア ン ビ ョ ン ム （安炳茂）， ソ ン チ ョ ア ン シ ェ ン （宋泉盛 ） とい っ

た もの が 出 て くる Q

　少 し経 っ て Q 資料 に つ い て は
， 大 まか に 言 っ て

， 預 言言辞 と見 る シ ュ ル ッ

（ド イ ツ ） と
， 知 恵 言 辞 と見 る ロ ビ ン ソ ン （ア メ リ カ ） と に 大 き く分 か れ る 。

米 国 で は 終末論 と無 関係 な取 り上 げ 方が 通 常 に な り ，
イエ ス 不在 の 犬儒 派 の

「知恵 の 教師」 で あ る と か （「Q 福音書 を巡 っ て　　バ ー トン ・マ ッ ク著 『失 わ

れ た福 音書 一 Q 福音書 と新 しい イ エ ス 像 』」1996 を見 よ ），
ボ ー グ な ど イ エ

ス 像 で 文 化 現 象 の 批 判 を な す 「イエ ス 運 動」の 作 品が 出 る 。

一
歩先 に 行 っ て ク

ロ ッ サ ン は 「史的 イエ ス 」 こ そ譬話 や 癒 し を中 心 に して 隣人 との 理想支配 を示

した 人物 で あ っ て 実体 が あ り ， ケ リ ュ グ マ の キ リ ス トの 方が グ ノ ー シ ス 的 な 宗

教幻想 で あ る とす る 。 宗教 ・無宗教 を含 め た
，

い わ ゆ る 総合的 な社 会学 ア プ ロ

ー チ の 全盛 で ある 。 彼 ら と は 別 に
，

ユ ニ オ ン で 共 に い たサ ン ダ
ー ズ の 「イ エ ス

とユ ダヤ教」が ， 彼 の 「パ ウ ロ とパ レ ス チ ナ の ユ ダ ヤ 教 」 と同様 ， 画期 的 な終
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末論的 な預言者 と して の 史的 イ エ ス を描 く。 しか し
， 日本 の 出版界は

， 研究状

態全体に 及ば な い
。 したが っ て

， 聖書学 に つ い て は今で も原書で 読む こ とが 要

求 され て い る
。

　時間的 に は 少 し前 に 戻 り， 自分自身の こ と に な る が ， 日本新約学会 で 私 は 最

初 の デ ッ サ ン 的 な論 文 ， 「史 的 イ エ ス と ケ リ ュ グ マ の キ リス トとの 関係 へ の 序

章」 ICU 人 文科学紀要 1 （1961）， ま た 「復活 の 伝承 と信仰」ICU キ リ ス ト教

と文化 1 （1964 ）を発表 し た 。 双方 と も ， 稚拙 で 高次 の 研 究 と は 言 え な い が ，

第 2 期 の 私の 中 に あ っ た 神学 的 な 問 い は ロ ゴ ス 化 さ れ
， 後 まで も影響 して い る 。

　1964年 7 月 か ら1970年 3 月 ま で ア メ リ カ とカ ナ ダ に 留学 した 。
こ れ も イエ

ス 研 究 だ け に 話 を 絞 る と ， ニ ュ
ー ・ヨ ー

ク の ユ ニ オ ン 神 学 大 学 院 で は W ． D ．

デ イ ヴ ィ ス 教 授 の 下 で 福音書 の イ エ ス の セ ミナ
ー

に 出 て
， 福音 書の 受難物語 の

研究 The 　Tntαt　of 　Jθs2Ls 「イ エ ス の 裁 判 」 と い う論文 で S．　T ．　M ．を授 与 され た 。

「ユ ダ ヤ 人 問 題 」 に 触 れ る 。 しか しユ ニ オ ン で 最 も大 きか っ た こ と は J． L． マ

ー チ ン か ら ヨ ハ ネ福音書 の 編集史研 究 を学ん だ こ とで あ っ た 。 1965 年か らカ

ナ ダ の モ ン トリ オー ル
，

マ ッ ク ギ ル 大学神学 部 へ 移 り ， G． ジ ョ ン ス トン 教 授

の 下 で 死海写本 とヨ ハ ネ福音書 とに つ い て 学ぶ 。 ［こ の 後 の 2 で 触 れ る 。 ］

　イ エ ス 研 究 の 第 3 の 追 求 と して
，

N ． ペ リー ン を挙げ た が
， 編集史研 究

一
般

に つ い て い え ば
， 彼 もブ ル トマ ン 学派 に 習 い 福 音 書 の ト

ー
タ ル な イ エ ス 像 は 福

音 書記 者 の 神学 に よ る もの と した 。 史的 イ エ ス と は ます ます遠 くな っ た と い う

こ とで あ る （N ． ペ リ ン 「編集史 と は何 か 」 1984 訳 者 あ とが き参 照 ）。 1970年

代 に ペ リ ン は
， しか し ， 福音書記者 と福 音書読者 の た め に

， 模倣すべ きパ ラ ダ

イ ム と して の
，

イ エ ス の ヴ ア ス と ヴ イ ー とを補 っ た創作の 「像」 は有用 だ と し

た 。 そ し て ， 福 音 書記 者 が 彼 と彼 の 読 者 が 置 か れ て い る 時代 の 「文 明批判」 の

メ タ フ ォ
ー と し て の 「史的 イエ ス 」像 を創作 し た と考えた

。
つ ま り ， 福音書記

者 は 生前 の イエ ス とい う設 定 の 下 で 福音書の 時代 の 文明批判 と して の パ ラ ダ イ

ム ＝＝ メ タ フ ァ
ー と して の イエ ス を創作 して 描 く。 そ れ は もは や 史実 と して の

「史的 イエ ス 」 とは 異質で あ る 。 こ こ で は ブ ル トマ ン の 実存的 な 現 在 に
， 過 去
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キ リ ス トの 十 字架 と栄 光

も将来 も 集約 し て い る 。 そ れ が ， 福 音 書記 者 の ト
ー

タ ル な イ エ ス 像で あ る 。 そ

こ か ら
， 現代 の イ エ ス 作家 も ， 福 音書伝承の 一

部 を 用 い て 現 在 の 「文 明批 判 」

を託 した 「イ エ ス 像」 を描 くもの はマ ル コ や ル カ と並 ぶ 「福音書記者」 に な る

道 が 正 当化 され た の で あ る 。 様式 史研 究 に よ り，

一 つ の ケ リ ュ グ マ が 多数 の ケ

リ ュ グ マ ー タ に な っ た の で は な く ，
ケ リ ュ グ マ ー タ が 先 に あ り単

一
の ケ リ ュ グ

マ に 統合 され た こ とが 明 らか に な り ，
そ こ で 働 い た の が パ ウ ロ の 福音 理 解 を教

条的 に正 統 とす る パ ウ ロ 主義 で
，

そ れ が 異 端 と正 統 とい う 区別 を うみ だ し た と

す る 。 教会 に よ る 正 統／ 異 端 の 問 題 は 問 題視 され
， 正統 理 解 とは 異 な っ た イ エ

ス 理 解 が 許 容 さ れ た 。
こ う して

， 現 在 の 「イエ ス 伝作者」 （文字 っ て 言 え ば
，

現 代 の 「福 音 書 記 者 」） も聖 書 （正 典 ） 以 外 の 史観 ， 視 点 か ら イ エ ス を 叙 述 す

る こ とが 自由 に な る と い う気風 が 出 て きた 。 そ の 点 で は
， 中南 米 の L ．ボ ル シ

ュ 等 と な ら ん で
， 日本 に お い て の 新鋭 の 新 約 学 者 の 動 きが 欧 米 よ り も早 か っ た 。

　留学 を終 わ り，
1970年 3 月初 旬 に 日本 に 帰 っ て み る と学 園 紛争 ，

万 国博 を

巡 っ て の 混 乱 の 中 に あ っ た 。 国 際 基 督 教 大 学 は ジ ェ ラ ル ミ ン の 壁 の 中 に あ り，

東 京神 学 大学 も帰 国直後 に 同 じ こ とに な っ た 。 そ して 4 月か ら東神大 で 教 え る

よ う に な っ た 。 そ し て ， 日 本 基 督 教 団 内外 の 紛争の 基底 に は
，

WCC の ミ シ

オ ・デ イの 神学 が キ リ ス ト論 の 矮 小 化 を 招 き
，

また 解 放 の 神 学 が 叫 ばれ ， ま さ

に 新 約 神学 の 「イエ ス 問題 」 と 「パ ウ ロ 主 義 批 判 」 が あ る こ と を知 り，
そ こ で

否応 な し に ， あ とで ［史的 イエ ス 像考察」 に 纏 め ら れ た 連 載 を書 き， 1977年

に は 日本 基督 教 学 会 （東 京女 子大学）で 荒 井献氏 の 「イエ ス とそ の 時代」 を文

献 学 的 に 批判 し ，
こ の 問 題 の

…
つ の 分 水 嶺 を 越 え た 。 そ こ で の 問 題 は マ ル コ

1 ・40 〜 45の 背景 に あ る 伝承 で あ り， 荒井氏 は こ の 伝承 を文学社会学的 に 捕 ら

え よ うと した の に 対 して
， 私 は 「伝承 そ れ 自体 の 視 座 は 宗教 家 イ エ ス の 力 を 中

心 と して お り ， 他 の 視 座 か ら伝承 を見 る な らば
， 伝承が 伝 え る イエ ス 像 を損 な

う」 と い う もの で あ っ た （注 1 参 照 。 「日 本 の 神 学 」 16
，

175 〜 182 ， 「史的 イ

エ ス 像 考 察」 1978， 111 〜 125）。

　批判  　宗教体 験 を語 る 言 葉 。　 私 見 に よ れ ば
， 改 め て 共観福音書伝承 を調
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べ て み る と， イエ ス の 言葉 だ けで は な く活動 に 関 し て も ， 伝承 に は初代教会の

ケ リ ュ グ マ を含 ま な い 古 い もの が あ る こ とが わ か っ た 。 多 くの 研 究 者が （1）A

型 ：キ リ ス ト論 を含 まな い 伝承 ， （2）B 型 ：初代教会の 信仰 を含ん だ伝承 ， （3）C

型 ：初代教会の 信仰 か ら創作 され た 伝承 に わ け て 考 え ， 教 会の 信仰 に帰 す る B

型 ，
C 型 を資料と して 用 い ず A 型伝承 一 きわ め て 少 な い 一 の み を用 い て

史的 イエ ス を再構成使用 とす る 。 学問 の 性質上 ， 信仰解釈が 入 っ た もの を除去

す る とい うの で あ る 。 荒井氏 の 研 究 もそ う した 前 提 に た ち ，
マ ル コ 1 ・40〜 45

を民 衆 の 伝 承 で
， 民 衆 の 視座 か らは 「杜会 へ の 復帰伝承」 だ と し た 。

　そ れ に 対 して
， 伝 承 自体の 成立 が 史実 プ ラ ス 解釈 の 固 ま りと して あ る な ら ば

，

（2）の B 型伝承 も史実 プ ラ ス 解釈 で あ り ， 「史的 イエ ス 」 を 史実 に 基ず い て 描 こ

うと す る か ら に は A 型 と B 型 と双 方の 伝承 を扱 うの が 当然 で あ る 。 A 型 は （教

会の ）信仰 と は 別 の 解釈を媒介 に成 立 して い る の で あ れ ば
，

ご く
一

部 の A 型

伝承 に よ っ て の み再現 され た 「イエ ス 像」は当然非／無信仰の イエ ス で あ っ て ，

「史的 イ エ ス 」 とは 違 うの は 当 然 で あ る 。 そ こ で は
，

A 型 の 解 釈 の み 取 り ，
B

型の 解釈を取 らない 研究者の 史観が投入 され
， 聖書以外 の 視座 か ら伝承 を編集

す る こ と に な る ，
と の 批 判 を した の で あ る 。 （プ ロ ロ ー グ で

， 個 人 的 な 宗教経

験 を語 る 言葉 を無視 して は
， 信 仰 者 の 人 生 ・歴 史 は 語 れ な い こ とを暗示 した 。 ）

　具 体的 に は
， 引 用資料 に あ る よ うに マ ル コ の 該 当箇所 の 背 後 に あ る 伝承 は そ

れ 自体 ， 「求め る」 「潔 くなれ 」 とい う二 つ の 動詞 を 中心 と し た （教 会の キ リス

ト論 は 含 まな い が）ナ ザ レ 人 イエ ス に よ る 癒 しが 中心 に な っ て い る こ とを明 ら

か に し， 文学 社会学か ら 「社 会へ の 復帰伝承」 と して 見 るの は
， 伝承 自体 の 証

言 と は 違 う と した 。 そ の よ うに 他 の 視 座 を持 ち込 め ば
， 研 究 者 の 現 時 点 の 思 想

を史観 ， 視座 と して 「イエ ス 」 を描 くとい う点 に な り， 荒井献の 福音書で あ る 。

同様 に 田 川 氏 の イエ ス や
，

民 衆神学 の イエ ス 像 の 力点が 現在 の 「文明批判」 で

あ る こ とが 明確 に な っ た 。 もちろ ん
， 彼 ら の 側 か ら は 松永の 史的 イ エ ス は

， 聖

書 に よ る イエ ス 理 解の 再現 の ため の
， 現代の 教 会情 勢批判の 正 統派解釈 イエ ス

像で あ る と言 え ば言 え る の で あ る
。 問題 は 「伝 承 あ る い は 文 書 の 中 に あ る 視座 」

か ら見 て い る か ど うか で あ る 。
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キ リス トの 十 字架 と栄 光

　そ の 後 ， 田川 建三
， 荒 井 献 ， 八 木誠 一

氏 の イエ ス 像 に つ い て の 批判 を 纏 め て
，

英文で
“

A 　New 　Quest　for　ChristoLogy〜− A （］ur γent 　Issne　for　7’heology 厩

」αp α n
”

　とい うを書 き ，
ATECIA 　Occ α sional 　P αpers ，

　No ．3
，
　Doing 　Theology

and 　Peaple
’

s　Movement 　in　Asia
， （1986）238 〜 256 に 載 り， そ れ を聞 きつ けて

跏 」α脚 Q αγ鞠 跏 zθω ，52／ 3 （Summer 　1986） が 磁 し て くれ た 。 こ の

論文 は 第二 次的 な余波 と し て ア メ リ カ ／ カ ナ ダ の 教 会 に
， 当時 の 日本基 督教団

の 状況 を知 る上 で の 情報 とな り， 東神大の 位置 を正 し く理 解 して くれ る の に 役

に立 っ た 。 批 判 的 な 聖書研 究 の グ ル
ー プ に よ る 聖 書 大 辞 典 The 　Anchor 　Bibte

Dictionα γy （1992 ）全 6 巻が 出 た と き ， 聖 書学の 展望 の 項 で 日本編 を左近淑

氏が旧約 ， 私が 新約 を書 くこ とに な り， そ の 中 で もそ の
一

部 を取 り扱 うこ とに

し た 。

　そ の 頃記憶 に残 る の は
， 新約の パ ウ ロ 書簡の 全注解書 を始 め

， 新約解題 ， 神

学 ， 時 代 史 を書 か れ た 山谷省吾先 生 が
， 福 音書 の イ エ ス に つ い て 自分 は や り残

し て い る の で
， 話 し相手 に 来 て 欲 しい とい わ れ ， 何度 もお 会 い し話 し合 っ た 。

もう当時 ，
80才 を超 えて お られ た 先生 は 到頭 イ エ ス を書 く こ とが な く天 国 へ 行

か れ た が ， その 研究意欲 は 旺 ん で あ っ た 。 しか し ， 他 の 人 の 批判 ばか りし て い

て は 駄 目なの で
， 私 自身が 考えて い る 「史的 イ エ ス 」 を 提出 し な けれ ば な ら な

い
。 しか し当時 は 共 同訳 編 集 委 員 会 に 組 み 込 まれ て

， 動 きが 取 れ な か っ た
。 共

同訳 は 日本の 教会側 の 新約学 を10年立 ち遅 れ させ た とい われ る 。

　批 評  　記憶 の 信頼度 。　 そ の 間 に ， 私 は 編 集 史研 究 に つ い て ブ ル トマ ン 学

派が 「ト
ー タ ル な イ エ ス 像 は 福音 書記者の 創作 」 とす る 結論 に 対 して

，
そ うで

は な く， 編 集 史研 究 の 成 果 を 「過 去 の イ エ ス 」「現 在の イ エ ス 」 「将 来 の イエ ス 」

の 三 重像 で あ り， 「過去 の イ エ ス 」 を描 くた め に は 伝 承 を集 め
，

ア ナ ム ネ ー
シ

ス に よ る 生 前の イエ ス と弟子 た ち や 群衆 と の 「記憶 」 を 中心 に し て 再現 した 可

能 性 を主張 す る よ うに な っ た （注 2　マ ル コ 1 ・16〜 20等）。
ア ナ ム ネ ー シ ス

は
， 狭義で は

， 聖餐伝承 の 「主 の 死 を記念す る 」 こ と を指す の だが ， そ こ に は

歴 史に お ける 十 字架の 事実性 が 含 まれ て お り， 広義 に は
， 直弟子 た ちの 想 起 ・

記憶を指 して い る 。
こ の 記憶 は

，
生 前の イ エ ス と弟子た ち との 関係を内容 と し
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て 含 ん で い る 。 十 字架 と復活 まで は 誰
一 人 と して イ エ ス の 真相 を悟 りえず無理

解 ・
誤解で しか なか っ た が

， 十字架 と復活 の 後 で イエ ス が誰で あ る か を知 っ た

時 に
， 弟 子 た ち が そ の イエ ス 像 を正 しい と し

，
生 前 の 理 解 を誤 りと して 判断 し

た尺度 に は
， 前提 と して の 生前の イエ ス へ の 「記憶」が あ っ た と言 わ ざる を得

な い
。 生 前 の 弟子 た ち と イ エ ス との 潜在 的 記憶 が あ っ た れ ば こ そ ， 十 字架 と復

活 を視点 とす る イ エ ス 像 が 正 し くて
， そ の 前 の イ エ ス 像 は 無理 解 ・誤 解 で あ っ

た との 実感 が あ っ た の で あ る 。 逆 で あ れ ば
， 十 字 架 と復 活の 後 の 理 解 が 生 前 の

イエ ス の 実情 とは 異 な る との 判断が 起 こ っ た はず で あ る （注 3 参照）。
つ ま り

トー タル な イエ ス 像 は 記憶 に 制御 され て い る の で あ る （注 4 参照）。

　批判  　聖書解釈 。　 また イエ ス の 背景 に は
，

ト
ー

ラ ー や ， ナ ー ビ ー
や ， ケ

ス ビ ー ム が テ キ ス トと し て 解釈 さ れ る ユ ダ ヤ教 の 伝統が ある 。 死 海 写 本 や 旧約

外典偽典 の 研 究が 当 時 の テ キ ス ト再解釈 を裏付 け ，
ラ ビ 的文学の 基 で ある ラ ビ

の 解釈活動 は イ エ ス の 時代 と重 な る 。 史的 イ エ ス が こ う した テ キ ス トに つ い て ，

つ ま り詩篇や イ ザ ヤ や エ レ ミ ヤ や ホ セ ア や ヨ ブ を読 み
， 彼が 独 自な神 理 解 を し

，

自分 の 献 身 に つ い て 考え た こ とは 新約文献 か ら ， また そ の 伝承 か ら想 定 され る 。

もちろ ん
， 読まずして

， その 洞察 に 達 した とす れ ば素晴 ら しい 宗教的天才とい

わ な け れ ば な ら な い
。

　批判   　共 同体 と伝承 。 　 神話 とか 民 話 とい っ た 伝 承 は 広 い 意味 で の 共同体

で 造 ら れ る が
， イエ ス 伝承 は 語 る 者 が救 わ れ た 経験 を共有 して 出 来 る 伝承 で あ

る 。 伝承 が 共同体 を造 る 。 山谷先生 と も話合 っ た こ とだが ， そ の 共 同 体 の 伝 承

は
一

人 の 人 格 ，
しか も 自分 を 滅 す る 謙 遜 な人 物 な しに は で きな い

。 そ れ な しに

は 他者の 生 命の 救い に は な らな い
。 人が あ り， 事件 が あ り， 記 憶 が あ っ て 福音

が 真実 に伝 わ る 。 先 に 共 同 体 が あ り報 道 が な され ， そ の ドラ マ 化 と して の 状 況

を造 ろ うとす れ ば 伝承 は で きな い
。 もし史的 イ エ ス が存在せ ず ， 初 期 キ リ ス ト

教 の 共 同体 が 宗教 的 天 才 で あ っ た の だ ろ うか 。 あ る い は マ ル コ や ル カ や マ タ イ

が 上 記 テ キ ス トを初め て 解釈 し ， そ の 救済者像を創作 し
，

そ の 上 で た だ の 人 イ

エ ス をそ れ に 当て 嵌 め て 捏造 した の だ ろ うか 。

　最 近 出 版 され た 「イエ ス 研 究 史」 （大貫隆 ・佐藤研 編 ，
1998 ）の 中 に は 「日
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キ リス トの 十字架 と栄光

本 ， 韓国 ， 台湾 の イエ ス 研究」 とい う章 が あ り
，

金 子啓
一

氏 が 扱 っ て い る 。 日

本 で は
，

キ リ ス ト教 圏 を越 え る イ エ ス 像 と して 八 木 誠
一

， 田 川 建 三 ， 土居 正 興

を
，

キ リス ト教 圏 に お け る イ エ ス 像 と し て 松 永 希 久 夫 ， 平 野 保 ， 荒井献 ， 絹 川

久子 を扱 っ て い る 。 金 子氏 の 目か ら松 永 の 史的 イ エ ス 像 を批判 す る の に
， そ の

方法論 に お い て は 精 緻 で あ る が ， そ の 前 提 に 疑 問 符 を付 け て い る 。 （注 2 を 見

よ 。 ） しか し ， 松 永 は 史的 イエ ス が ，

ヘ ブ ラ イズ ム とヘ レ ニ ズ ム 文化 の 最 中 に

生 ま れ たユ ダ ヤ 人 で あ り，
そ の 時代 の 種 々 な影響 を受 けて はい た だ ろ うが ， 旧

約
一

ユ ダヤ教 に真摯 な 信仰 を持 ち ， 旧約 文 書 の 内 容 を受取 り
，

さ ら に彼 自身 の

父 な る神 との 祈 りの 生 活 の 下 に
，

生 き， か つ 死 ん だ 。 そ の 史的 イ エ ス が 先行 し

て ， 初 め て
， イエ ス が キ リ ス トで あ る と の 信 仰 が 生 まれ

，
キ リ ス ト教 が 発 生 し

た 。 そ う考 え な け れ ば な ら な い 史料 と材料 とが 福音書伝承 また 福 音 書 ， 新約聖

書 の 中に は あ る
，

と言 っ て い る 。 正 統 は モ ノ ・ トー ン だ とい う。

　金 子氏 らの 歴 史理 解 の 欠 陥 は
， 思 想 ・概 念が 先 に あ っ て 伝承が 出 て くる と の

前提 に あ り， した が っ て
， 現 代 の 思 潮 に 叶 い

，
だ れ の イ エ ス 像 が 差 別 さ れ た も

の や ， 弱 い もの の 励 ま し に な る か と い う尺 度 で 計 られ る こ と に な る （350 頁 ）。

こ れ は
，

こ の 書全 体が も っ て い る 現 代 聖 書学 の 弱 さ で もあ る 。 共 同 体の 持 つ 宗

教 理 念が 先行 し ， そ れ に 適 し た 人材 が 神話化 され ， 宗教 が で きる と考 え て い る

点で あ る
。 本書の 中 で

， 山田 耕 太 氏が 「福 音 書 に 表 明 さ れ て い る の は 何 よ りも

思 想 や 概 念 で あ る とい う考 え 方 を突 き止 め る と ， 史的 イエ ス は 存在 し な か っ た

と い う結 論 に 結 び つ くこ と に な る 。 初 期 キ リ ス ト教徒 た ちの 間 に そ う した 思 想

や 概念 が先 ずあ っ て
，

そ こ か ら イ エ ス と い う人 物 な い し神的存在が 創 造 さ れ た

と い う可 能性 が 出 て くる か ら で あ る 」 （125頁） とい っ て い る の が 正 しい
。

　 こ の 書 に は
，
N ． ペ リ ン の 名が

一
度 も出 て こ ない の は

， 私 に は 不 思 議 で あ る 。

先 ほ ど述 べ た 編集 史研究 の 行 き詰 まり打 開が 第3の 探求 の 重 要 な要素で ある の

だが 。

　 2001 年秋 の 日本基督教学会 で は
， 荒 井 献氏 の 弟子 ， 佐藤研氏 が 「現 在の 新

約学 で は ゲ リ ュ グ マ の キ リ ス トは 存 在 し な い 」 と の パ ネル 発 題 を行 い 物 議 を起

こ した 由で あ る 。
こ の 種の 主張 に 対 して 東神大の 新約陣 は

，
は っ きり対応 し た
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反論 を提 出 す る 必 要が あ る 。 （最 終講 義 の 時 は
， 風 噂で 「史的 イ エ ス は 存在 し

な い 」 との 発 言 と して 聞 い て い た の で
， そ う語 っ た 。 「ケ リ ュ グ マ の キ リス ト」

な らば更 に 問題 は深刻 で あ る 。 ）

2． ヨ ハ ネ文書研究

　 ヨ ハ ネ文書 に つ い て は 通 常 の 新 約神 学 の 講義 の 中 で 話 して い る し
， また 先 日

の 第33回教職 セ ミナ
ー 「福音 と派遣」 の 主 題講演で も 2 時間話 して い る の で

，

こ こ で は 簡潔 にす る 。 　 ヨ ハ ネ研 究 の 足 場 も実 は ICU 時代 に 蒔 か れ て い る 。

神 田 盾夫先生 は 課外 の 聖 書研 究 で 五 年程 ，
ヨ ハ ネ福音 書 を講 じた 。 注解 書 と し

て モ フ ァ ッ ト
，

ス トラ チ ャ ン や ホ ス キ ン ス の もの が あ っ た が ，
1955 年 に C ．

K ． パ レ ッ トの 第1版と ドッ ドの An 　lntθmpretation　of 　thθ　Rourth　Gospθ1 が 出

版 さ れ た 。
こ の ドッ ドの 書物 を 中心 と して の 講義で あ っ た 。

こ れ が な に よ りの

よ き準備 とな っ た 。

　ユ ニ オ ン に留学 して マ
ー チ ン の ヨ ハ ネ福 音 書 の ゼ ミ に 出 た が ， 後年 ，

ヨ ハ ネ

研 究 者 に な る 多 くの 博 士 課程 の 学 生 が い て 活 発 な も の で あ っ た 。

“

The

Dr α matis 　Personαe 　in　the　lilourth　Gospet
，

”

とい う paper を出 したが
，

こ れ が

後 の 「二 陣営仮 説」 の 基 とな る もの で あ っ た 。
マ ー チ ン 氏 は 編 集 史研 究 を ヨ ハ

ネ福音書に適用 し ，
と くに 70年 エ ル サ レム 陥落後 に ， ヤ ム ニ ヤ で行わ れ た ラ ビ

的 ユ ダ ヤ教 の 発 生 と の 関 連 で こ の 福 音 書 の 成立 を捕 ら え
， 会堂 の 側 の キ リ ス ト

教 禁 令 を歴 史的 に 十 八 祝 祷 の 第十二 祷 と結 び つ けた
。

こ の 成 果が 1968年 に な

っ て 彼 の The　HistOTy　and 　Theotogg　in　the　Fourth 　Gospel とな っ て 出版 され

た 。 先 に述 べ た E ． P． サ ン ダー ス を始め
，
　 R ．カ イ ザー

，
　 R ．A ．カ ル ペ ッ パ ー

等優 れ た 博士候補者 た ち と共 に マ
ー チ ン 準 教 授 と の 討 論 の ゼ ミ に い た こ とは

，

幸い で あ っ た 。

　 ヨ ハ ネ と死海写本 とに つ い て 論文 を書 きた い との 願 い を聞 き入 れ て W ．D ．

DaVies氏 は G ． ジ ョ ン ス トン を紹介 し ， 1 年 後 に マ ッ ク ギ ル に 移 る こ とに な っ

た 。 幸 い
，

ユ ニ オ ン の STM の 単位 を博士課程 の 1 年次 に数 えられ
， 2 年次 を

終 わ り学位論文提 出資格試験 にパ ス し た 。 そ れ か ら ヨ ハ ネ を学 び ， 当時 は 未 だ
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キ リ ス トの 十字架 と栄光

ク ム ラ ン の 第
一

洞 窟 か ら の 文 書 だ けで あ っ た が ，
こ れ を学 び

， また マ
ー

チ ン 仮

説 を知 る た め に ラ ビ 的ユ ダヤ 教文書 を読 むの に 時 間が か か っ た 。 ジ ョ ン ス トン

の ゼ ミ は The 　Spirit−−Pα T αclete 　in　the 　Gospet 　of 　．rohn
， （1970） と な っ た

。 死海

文書 と ヨ ハ ネ とを扱 い パ ラ ク レ ー トス を論 じた もの で あ る 。

　 当 時 ，
バ ル チ モ ア の セ イ ン ト ・メ ア リ神 学 校 に 居 た R ． E ． ブ ラ ウ ン 神 父 か

らパ ラ ク レ
ー トス に 関す る 彼 の 最近 の 論文を原稿 の ままで 借 りた 。 彼の ヨ ハ ネ

注解書第
一

巻の ア ッ ペ ン デ イ ク ス の
一

つ に 入 っ た 。 そ れ 以 後 ， 彼 は カ トリ ッ ク

か ら初め て 招 か れ て ユ ニ オ ン の 教授 とな り， 交 りを深 くした 。 後 に私 の 博士 論

文 の 外 部 試 験 官 は 彼 と R ． H ． フ ラ ー で あ っ た こ と を知 っ た 。 帰 国後 ， 彼 は 東

神大 に 来 て 7 月の 夏休 み だ っ た 教授 会で シ ョ
ー

ト ・レ ク チ ャ
ー を し て もら っ た 。

幸い W ． D ． デ イ ヴ イ ス も G ． ジ ョ ン ス トン も1986年 に 東神大 に 来 て 頂 く こ と

が で き ， 後 者 は 一 般 時 間 に 学 生 に 講 演 して い る 。

　
一一一

時 ，
ヨ ハ ネ研 究 で は ナ グ ・ハ マ デ イ文 書 と の 関 連 を探 る の に夢 中 に な っ て

い た が ， 最 近 で は 旧約外典 ・偽典 そ れ に 死 海写 本等 ， 聖 書 中 間期 の 文書 との 関

係 に 帰 っ て 来 て い る 。 ブ ラ ウ ン は ヨ ハ ネの 背景 に 知恵 文 学 を想 定 して 研 究 して

い た 。 死 海写本 と 同 時 に ， 私 は マ
ー

チ ン の 影響 で 3 〜 4 世 紀 に ラ ビ 文書 と し

て 成 立 して い っ た 初期 の ラ ビ的 な伝承 か ら， 1 世紀 の ユ ダ ヤ教 と， そ の 中か ら

出 て き た ナ ザ レ 派 ＝キ リ ス ト教 の 渕 源 を探 っ た 。 シ ナ ゴ ー グ と か ゲ ル ー シ ア に

つ い て 調べ て も ，
ユ ダ ヤ 教側 の 文書が

一
切 年代 との 関連 が 付 か な い の に 閉 口 し

た 。
マ ー チ ン に 指示 され た H ．・」．Leon

，
　The 　JeWS 　of 　Ancient 　Rome ：　th θ　Social

Lifθ qア th θ 」θ WS 　 of 　th θ Anc 乞θnt 　Rom θ Gtθα 7iθd　froη 乙 thθ C α tα comb

inscwiptions （1960） は役 に 立 っ た 。

　 しか し
，

ヨ ハ ネ福 音 書 の 丹 念 な 釈 義 に よ っ て
， 福 音 書 記 者 の 技 巧 が ， 自分 の

家の 庭 の よ うに 何処 に 何 が あ っ て
， 何処 が ど うな っ て い る か ，

と手 に取 る よ う

に わ か る よ う に な っ て きた 。 そ こ で ， ヨ ハ ネ 福 音 書 の 理 解 の た め 「二 陣営 仮 説 」

を立 て
， （1）ヨ ハ ネ福 音書 の 登場 人物 は イエ ス の 陣営 か ， 「こ の 世」 の 陣営か に

分 か れ ， （2）二 陣 営 の 対 立 は 生 前 の イ エ ス と そ の 敵 対 者 との 関 係 を写 す だ け で

は な く， 福音書記者 （と彼 の 教 会） とそ の 時代 の ユ ダヤ 教 会堂 との 対立 を反映
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し て い る との 仮説 を地 上 の 登 場 人 物 と霊 的 支 配 力 全 体 を 通 して 立 証 し た 。 （「ヨ

ハ ネの世界　　第四福音書に お け る イ エ ス の 敵対者像」1975 語 と 「ヨ ハ ネの

世 界 ， その 二 　　第 四 福 音 書 に お け る イ エ ス の 弟 子 像」 1992 ， に そ の 後 の 研

究 を含 め て 載 っ て い る 。 ）
“

Powers 　in σonflict − A 　Ne ω 　Jnte7pretα tion 　ofthe

fourth　Gosp θ1
”

が ，
　 Ph ．　D ．論 文 と して 認 め られ た の は 1970 年 の 1 月31 日で あ

っ た 。
こ の 論文 は 第 四福音書 の 歴 史面 と大 き く関 わ っ て い る Q

　留学 よ り帰 国 して か ら は
， 編 集史の 手法 に よ る ヨ ハ ネ福音書研究 を紹介 し ，

さ らに 神学面 へ の 成果 を 出 して い っ た 。 「第 四 福 音書 に お け る イ ス カ リオ テ の

ユ ダ に つ い て の 一 考察」 （1072 ），

“
The 　G α lileα ns 　in　the ・Fourth 　Gospet

，

”

（1976）が あ り， 「イ エ ス ・ キ リス トの 甦 り を信ず」 （1971）， 「ヨ ハ ネ福音書 に

お け る 『神 の 子 』」 （1971）， 「ヨ ハ ネ福音書 に お け る 復活 の キ リ ス トの 弟子 た

ち へ の 顕現」（1972）， 「ヨ ハ ネ福音書 に お け る洗礼」 （1972）， 「ヨ ハ ネ福音書

に お ける 『神』キ リス ト論」（195）5 ）， 「ヨ ハ ネ福音書 に お ける サクラ メ ン ト」

（1976）， 「神 の 小 羊　　第 四 福 音書 の 贖 罪 論 モ テ ィ ー フ に つ い て の 予 備的考察」

（1976）， 「
“

Th θ　Hoty 　Spiriit
”

か
“

hotg　spir2 　t
”

か
一

第 四 福音書 に お ける 「霊』

に つ い て の
一 考 察」 （1978），

「新 約 に お け る 『こ とば 』　　 第 四 福 音 書 の ロ ゴ

ス の 背景 を中心 に して」 （1978 ）「ヨ ハ ネ福音書 に お け る モ ー セ 理 解 一 新約

諸 文 書 との 関 連 の 中 で 」 （1979 ）。 　 1979 年 の 国 際新約学会 で 発 表 し た
“

ls

John 　Anti −S α cr α ment α1 ？
”

　（1981 ）　や　
‘‘

The
‘

Theos
’

ChristoLog9 αs　the

Ultimote　Confession　of 　the　Fourth 　Gospet
，

”

（1981）， 英文 で 発表 した もの が

国 際 的 な 議論 に な っ た
。 「ヨ ハ ネ の 風 土 」 （1982 ）， 「ユ ダ ヤ 教 的 メ シ ア の 超

克 　　 キ リ ス ト教 の 自己 確 認 の 視 点 か ら」 （1983）， 「イ エ ス の 十 字 架 　　 ヨ ハ

ネ の 第
一 の 手 紙 と ヨ ハ ネ福音書 の 関係 か ら」 （1988 ＞，

「キ 1丿ス ト教 の 自 己確

認 一 十 八 祝祷 の 第十二 祷 と ヨ ハ ネ福 音 書 との 関 係 に つ い て の 一 考 察」 （1992），

‘‘

Ohristian　Sθlf− ∫d θ7乙君  c α 認o π αnd 　thθ Tw θtfuth　Ben θdictt）n
”

　（1992 ），　「ヰ畠

音 と派遣
一

ヨ ハ ネ20 ・ 19〜 23を中心 と して」 （2001）， 「ヨ ハ ネに よ る福音書

の 愛弟子 とは だ れ か 」 （1992）が そ れ に 続 き
，

「マ グダ ヤ の マ リア 」 （2002 ）が
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キ リ ス トの i’字架 と栄 光

塰 備 中 で あ る 。

　 こ れ ら と並 行 して 共 同訳 ／ 新 共 同訳 が 完 成 され （1978／ 1988）新 共 同 訳 新

約 聖 書注 解 の 中 の 「ヨ ハ ネ 福 音 書」 （山 岡 健 と 共著 ） と 「ヨ ハ ネ の 手 紙」

（1991），
さ ら に 新 共 同 訳 新 約 聖 書 略 解 の 「ヨ ハ ネ福 音書」 （2000）が 発 行 され

た 。
ヨ ハ ネの 手紙 に つ い て は ヨ ハ ネ共 同体 の 歴 史の 問 題 が あ り， 手 を染 め て い

る が あ ま り発 表 し て い な い
。

　 こ れ ら の 題 目 を見 て も明 ら か に な る の は
，

こ こ で も結果的 に は 第四福 音書 に

つ い て の ブ ル トマ ン の 仮 説 が 研 究 の 対象 に な っ て い る 点 で あ る 。 学会 の 大半が

疑 問 を持つ 「神 の 啓示 資料」を認め ず ，
さ ら に 彼 とブ ル トマ ン 学派の 「教会編

集者」 に は 反 対 で あ る 。 内容 的 に は
，

ロ ゴ ス ・キ リス ト論 で は な く 「神」 キ リ

ス ト論 を 中心 に
，

ヨ ハ ネ の 教 会の 置 か れ て い た 会堂 か ら の キ リ ス ト教 禁令の 影

響で ， 共同体 を構成 して い る 個 人 の 信仰 が 問 わ れ
， イエ ス の 受洗 記事や 聖 餐制

定 の 記 事が な い の も ， 教 会論 が 失 わ れ て い る か の 疑 問 も ， 神 の 国 よ り も永遠 の

生 命 が表面 に 出 て い るの も ，
こ の 個 人 化 の 故 で あ り， 今 ， 上 か ら ， イエ ス に 結

集 した 神 の 招 き に ど う応ず る か が ク リ シ ス （分 割 ・審 判 ） を 決 め る の が 福 音 の

要諦 で あ る 。 愛弟子 とは 誰か 。
ヨ ハ ネ の 共同体 とは 何処 に あ っ た の か 。 執筆 の

動 機 や ， 目的 も ， ま っ た く新 し い 展 開 の 可 能 性 が 見 出 され た の で あ る 。

　 こ れ は ブ ル トマ ン 学派 の
，

ヨ ハ ネ福音書が 十字架の 贖罪理解 ， サ ク ラ メ ン ト

論 ， 教 会論 を持 た ず ， きわ め て 神秘 的個 人 的 な イエ ス との 関 係 に お い て 決 断 を

迫 る 実存論 的 な福 音 で あ り，
そ れ は グ ノ

ー
シ ス 思考を伝承あ る い は編集 に お い

て 用 い て い る か ら だ との 結論 に 対抗 して い る 。 第 四福音書 は 85 〜 94年 頃 ， 元

来 ，
パ レ ス チ ナ で 書 か れ た ユ ダ ヤ 人宛 の 福 音 書 で あ る 。 そ の 内 容 に は

，
生 前 の

イ エ ス と敵対者 の 関係 と同 時 に ，
ヨ ハ ネ の 共 同 体 と70年以 降 の ラ ビ的 ユ ダヤ 教

の 会 堂 と の 抗 争 関係 が 題 材 と して 描 か れ て お り， 心 に 信 じ て い て も告 白 で きな

い で い る ユ ダヤ 人 へ の 伝道の 書 で あ り， 同時 に
，

ヨ ハ ネの 教会 に 残 っ た 弟子 た

ち に 共 同 体 再 建 を 訴 え る 牧 会 的 文 書 で もあ る 。 救 い
，

つ ま り神 との 関 係 は 「人

間 を愛す」 との 神の 言葉 が 肉 とな っ た イ エ ス ・キ リス トとい う天 か ら下 ろ され

た 梯子 （1
・51 ） に よ っ て 問 わ れ

， 彼 に お い て 罪 が 贖 わ れ 彼 の 復 活 に お い て 命
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が与えられ る
， そ の

一
点 に 終末の 審判 が 関わ っ て い る 。 そ の 中心 は ロ ゴ ス ・キ

リ ス ト論 で は な く 「神 」 キ リ ス ト論 で あ り， 神 の 計 画 に イ エ ス 自 ら が 参 加 した

こ と に よ っ て 明 らか に な っ た 。 終末論 は極端 に 現在化 して い る が終末論 の 枠組

み を失 っ て は お らず ， 時 間的 緊 張 関 係 か ら空 間 的 緊 張 関 係 に キ リ ス ト論 へ の 問

い が 転化 して い る
。 な お

， 聖 霊 論 は 三 位
一

体へ の 移行期 間 と して 積極的 に 評価

すべ きで は な く，
二 位

一
体 に 寄 っ て い る 。

こ の 福音書 の 背景 は ヘ レ ニ ズ ム ＝ グ

ノ ー シ ス や ヘ ル メ テ イ ッ ク 文 書 で は な く ， む し ろ 旧約 ・ユ ダヤ 教 の 知恵 ・黙

示 ・ラ ビ 的ユ ダヤ教 に 求め られ て きて い る 。

　 ヨ ハ ネ福音書の
一

つ の 特徴は
，

イエ ス の 母 ， サ マ リア の 女性 ，
ラ ザ ロ の 姉妹

マ ル タ とマ リ ア ， しか もイエ ス に 香油 を塗 る マ リ ア
，

マ グ ダ ラ の マ リア が
，

イ

エ ス と積極 的 な 関係 に 置 か れ て い る 点 で あ る 。 最近 で は
，

こ の 福音書が 成立 し

た ヨ ハ ネの 共 同体で は
，

パ ウ ロ の 語 る ， 「そ こ で は もは や ，
ユ ダ ヤ 人 もギ リ シ

ャ 人 もな く， 奴 隷 も 自由な身分 の 者 も な く， 男 も女 もあ りませ ん 。 あ な た が た

は 皆 ，
キ リ ス ト ・イ エ ス に お い て

一
つ だ か らで す」 （ガ ラ テ ヤ 3 ・28） と い う

教 会 の 姿 が 留 ま っ て い る と言 わ れ る 。 ケ
ー ゼ マ ン の よ うに ヨ ハ ネ共 同 体 は 神秘

的 な預 言者集団 で あ っ た とす れ ば女預 言者 と も考え ら れ よ うが
，

ヨ ハ ネ の 教会

はそ うで は な い
。 た だ そ こ で は 確 か に男性 と女性 とが 同 じ よ うに 活動 して い た

事 実 ， あ る い は 理 想 が 反 映 さ れ て い る と言 え よ う 。 （マ リ ア 崇 拝 へ の 可 能 性 も

な くは な い
。 ）ペ トロ

， 十 二 弟 子 ， 使徒 的 な教会 と異 な っ た 「愛 弟子」 の 系譜

と即 して い る 。

　 主 イ エ ス の 言動 に 見 られ る ， 人 間 を 人格 と し て 受け取 る と い う徹底 し た 人 間

理解 は 現代 まで 影響力をもち ，
21世紀で は 地球共 同体 と して の 愛の 志向を導い

て い る 。 区別 は ある が
， あ らゆ る 意味 で の 差別 は 力 を喪 うで あろ う。 「神 の 支

配」 の 福音性 は イエ ス の 十字架の 愛 に あ る 。 彼の 復活が そ れ を証 示 した 。

　 い ず れ に し て も
，

ヨ ハ ネ の 教会 で も
，

つ ま り
，

「私 を贖 う方 は 生 きて お ら れ
，

つ い に は 塵 の 上 に 立 た れ る で あ ろ う」 との ヨ ブ の 叫 び に 対 し て ， 「永遠 の 命と

は
， 唯

一
の 真 の 神 で あ ら れ る あ な た と

，
あ な た の お 遣 わ し に な っ た イエ ス ・キ

リス トを知 る こ とで す」 との 約束 と成就が ， 神 の 意思 に 自己 の 意志 を添 わ せ た
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キ リス トの 十 字 架 と栄 光

史的 イ エ ス の
一

体 性 が あ っ た （10 ・14〜 18）。 そ こ に 十字 架 の 栄光 が あ る とい

う ， 伝統 的 な理 解 に
， 現 代 の ヨ ハ ネ研 究 の 終局 も行 くの で ある 。

　私 と して は 編 集 史研 究 の 成 果 と して 四 福 音 書 が 各自の 特徴 を持 ち なが ら イエ

ス ・キ リス ト像 を描 く試 み は
， 山谷先生 の 記念会 で 講演 し た 「福 音 書 の イ エ ス 」

（1984 ） か ら始 ま っ た 論 文 が 8 回 ま で で 中 止 して お り ，
ヨ ハ ネの 項が 未 完 で あ

る
。 意図 と して は シ ュ ナ ッ ケ ン バ ー

グ の Der 　1）

erso
’
re　Je5”“ 0 んπ部 乞

’i’rrL　Sp ’iegel

der 　viel 　Ev αngelien （1993 ） に 追 い つ か れ た が ， 黙 示 文 学 的 終 末論 の 超 克 と

い う視点 に は 特色が あ る の で 完成 させ た い
。

3． 新約神学 の 教会論

　私 の 背景 は メ ソ ジ ス ト系 の 教会 で あ り ， 神学 生 時代 は 旧 日基 の 吉祥寺教会，

伝 道 師 と し て 最 初 に 赴任 した の は 旧 組 合 の 富 士 見 丘 教 会 で あ っ た 。 按 手 礼 を 受

けて 留学 し ， 帰国 して 主任牧師とな っ た の は 旧 日基 の 牛込払方町 教会で あ っ た 。

　 教 会 を形 成 す る た め に は ， 牧師 自身の 教 会 論 が 重 要で あ る こ と を身 に 染 み て

判 っ た の は 主任牧師と して
一

年
一

年 ， 様 々 の 経験 を し て か らで あ る 。 既 に 留学

時 代 に 幻 の ご と く， 教 会 形 成 に は
一

枚 の 設 計 図 が あ っ て ， 代 々 の 牧 師や 信徒が

年代 を 重 ね て 築 き上 げ る もの だ との 理 解 は 与 え ら れ て い た が ， 明 治lo年 に 創 立

さ れ た 教 会 の 第14代 目の 牧師 とな り， 自分自身の 牧会 の 基 盤 と して の チ ャ レ ン

ジ を受 け た の で あ る 。

　 つ ま り ， 1970年 に 帰 国 して 牧師 と し て 働 い た の で あ る が
， 同時 に 東神大 で

も教 鞭 を取 り始め た の で
， 教会の 中 に混乱 が 起 こ っ た 。 日本基 督教 団紛 争 の ミ

ニ 版 が
一 つ の 各個 教 会 で 起 こ り分 裂 が 起 こ っ た 。 そ の 時 に 教 会 を去 っ た 人 々 が

出 た こ と に 対 し て 牧師 と し て 私 は 今 で もキ リ ス トの 前 に 深 い 憐 れ み を乞 う 。 そ

の 状況 の 中で 「何 を も っ て 教 会 とな すか 」， 教会を形成 す るか が 問 わ れ た の で

あ る 。 1977年 は 教 会 創 立 百 年 の 祝 い の 時 で もあ っ た 。

　そ こ で
， 自分 の 中で は

， （1）説教 で は な く ， 説教 を含め た 礼拝中 心 の 教会形

成 を行 う 。 （2 ）聖 書 や 説 教 等 を媒 介 に 神 あ る い は キ リ ス トの 現 臨 が 啓 示 さ れ ，

聴衆が 畏 れ の 共同体 と し て 礼拝す る 。 （3）キ リ ス トの み を主 と して 形成され る
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の で
， 教会員 の 共 同体は 牧師や 長老の 変動 ・変更 して も動 か され ない

， の 方針

を立 て た （「説教 と神 の 言 と の は ざ ま に て 　　説 教 学演 習」． へ の 覚書」 1999
，

参照 ）。 幸 い
，

こ う し た牧 師 の 方針 は
一

四 年の 生 活 の うち の 後半 に は 会員 の 支

持 す る と こ ろ と な っ た 。

　 こ う した 考 え は 他 の 教会 ，
あ る い は 教会群へ の 勧 め と もな っ た 。

　 「教会と は何か」 （1979 ）， 「神 の 民 と して の 教会」 （1988）， 「神 の 宮 と して

の 教会」「キ リ ス トの 体 と して の 教会 」 （1996） とい っ た 小 冊 子 か ら ， 「神 の 民

の 信仰 ・ 新約篇」 （1996）に 発展 して い っ た 。 「礼拝 と教会形成」 （2001） もこ

の 系譜 の もの で あ る 。 最近 に な っ て 生 活共同体 の 面 を ど うす る か
，

との 問 い が

出 て きて い る が 。
こ う し た 教 会論 は 基 本 的 に 吉 祥 寺 教 会 の 竹森 牧 師 の 影 響 か ら

受け た もの で あ る。 特 に 伝道師 とな り，
主任牧師 とな っ て

， 竹森先 生 が考えて

お ら れ た 教会論 が 少 しず つ 判 っ て きた 。 （「神 学教育者 と して の 竹森満作 一 牧師 」

1999
，

に記 され て い る ）。

　そ れ と同時 に
，

こ の よ うな 理解 の 基 礎 と して の 新約聖 書の 教 会論 に 視線 が 向

くよ う に な っ た 。
パ ウ ロ 書簡 の 第 1 コ リ ン ト書が 目に 留 ま り ， そ れ か らエ ベ ソ

書の 教 会論 が リ ア リ テ ィ を持 っ て きた 。 ま た 厂使徒行伝 に お け る 「お そ れ 』」

（1989） や そ の 続 き （1990）の 研究 もそ の 関 連 で あ る 。

　 つ ま り ， 「史的 イ エ ス 」 が 先行 し ， そ こ に イ エ ス ・キ リ ス トへ の 信 仰 が 言 い

表 され た が ， そ の イエ ス を歴 史的に 証 し ， 示す ， 「キ リス トの 体」 と して の 教

会が存在 しな けれ ば な らな い
。

こ う した実践 と神学との 間で 考えて い る と
， イ

エ ス を どの よ うな キ リス トと信 じる か と い うキ リス ト論 と
， そ の キ リス ト理 解

を基 に した共同体論 （教会論） とは密接 な 関係が あ り， 同時 に その 共同体 （教

会） の 伝道 論 を必 然 な ら しめ る こ とが
，

明 瞭 に な っ た 。

　 こ の 視点 か ら眺 め る と
，

どの 新約文書 も教会理解 ・教会論 を持 っ て い る こ と

が 映 っ て 来 た 。 別 の 言葉で い う と
， 使徒信条 の 中 に 「聖 な る公 同 の 教 会 ， 聖 徒

の 交わ りを信ず」，
とい う項が あ る が ， そ れ は 三 位

一
体 の 御父 ・御子 ・聖霊 な

る 神 を信 ず る の と同 じ よ うに
， ある い は 「罪 の 赦 し

， 身体 の 甦 り， 永遠 の 生 命
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キ リ ス トの 十字 架 と栄 光

を信 ず」 と同 じ よ うに ， 見 え ざ る教 会 と見 え る教 会 と を信 じる とい うの で あ る 。

「教 会 を信ず る 」 の で あ る 。 キ リ ス ト教 の 救済 は 個 人 の 救済 で は な く
， 共 同体

の 救済 で あ り ， 個 入 は そ の 共 同体 の
一

員 と な る こ と
， 「キ リス トの 体」 の 肢体

と な る こ と に よ っ て 救 わ れ る の で あ る 。 日本 の 場合 は ，
こ の 理 解 が 薄弱 で あ る 。

熊野義孝先生 が 「伝 統 」 が な い と い わ れ
， 未定 形 と表 され た 点 が こ こ に あ る 。

個 人 的 精 神 的 主 観 的信 仰 が 強 く ，
イ エ ス と自分 との 関係 の み が 中心 に な り， 抽

象的 な私 小 説 的 な 心 の み の 信 仰 生 活 に な っ て し ま う。 キ リ ス ト教 を卒業 し て い

っ て し ま う。

　竹森先生 は
，

カ ル ヴ ア ン の 説教 を追 い か け ，
カ ル ヴ ア ン の 神学 に 深 く立 っ て

教 会 を考え ら れ た 。 神 の 栄光 の 前 に ， キ リ ス トを示す の に は ， 「神 と会衆 との

間に 説教 者が 邪魔 に な っ て は い け ら ない 」 と の 課題 が そ こ に は あ っ た 。
こ れ は

伝 道者 ・牧師が 自 らの 姿 を消す とい うこ とで あ る 。 そ れ は ， イ エ ス が 「私 の 思

い で は な く
，

あ な たの 御 心 が な ります よ うに 」 と祈 られ た と きに
，

イエ ス が 自

身 を消 され た 奥義 に 習 うの で あ る 。

　 主 イエ ス の 模 範 に 倣 う とい う こ と は 正 しい こ とで あ る が ， 私 自身 に と っ て は ，

そ れ は イ エ ス とは 異 な り， 伝道者で あ り牧師で あ っ て も罪人 で あ る こ と を 決 し

て 忘 れ な い と い う こ と で あ る 。 父 の 葬 儀 の 時 ， 「父 が 教 会 を 導き ， 多 くの 方 を

主 に 導 い た と仰 っ て 頂 い て 感謝 し て お りま す 。 しか し ， 主 に 導 い た 人 以 上 に ，

多 くの 人 々 を躓 か せ た 罪 人 の 首 と し て 主 の 憐 み に 自 らの 罪 を父 は ， 今 も ， 言 い

表 して い る と思 い ます」 と私 は 申 した 。 私自身 ，
そ う し た 自 らの 姿 を知 っ て い

る か らで あ る 。 そ れ を知 っ て い る 。 そ れ を 知 っ て い る の で
，

主 の 十字 架 は 有 難

い
。 私 を贖 っ て ， そ の 御 用 に 用 い て くだ さ る 。 そ こ に 神 と 会衆 の 前 に 自ら が 立

た な い 真 の 理 由が あ る 。 そ れ を 忘 れ た 時 ， 牧師 は サ ラ リ
ー

マ ン 牧師 に な り，
キ

リ ス トの 名 を正 当化 に して 自分 の 自己実 現 の た め に 教 会 を利 用 す る よ うに な る 。

　 教会抜 きの 信仰 は 神 秘 主 義化 され る か
， 抽象化 され

， 世 俗化 さ れ る 。

　 現 在 の プ ロ テ ス タ ン ト教 会 に は ， 告解 の 場 が 失 わ れ て い る の で は ない か ，
ユ

ウ カ リス トが ア ガ ペ ー と混 同 され て い る の で は な い か
， 説教 が 講演 に

， 礼拝が

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 交 わ りに 変 わ っ て い な い か 。
つ ま り， 「教会」 で は な く
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な っ て い る の で あ る 。

　また
，

こ の 理 解 か らの 伝道者 ・牧師 へ の
， あ る い は 日本基督教 団へ の 主 張 も

明 らか に な っ て き た 。 「日本 基 督教 団 を 合同 教会 と して 希求 す る に は　　 1 教

団 2 部制 か ら ？」 （1998）， 厂信仰告白　　伝道 と日本基督教団再建 の 基盤 と し

て 」 （1999）， 「伝 道 す る 教会 」 1 と 2 （2000） な ど に 主 張 さ れ て い る 。

　　礼拝 の 主 催者 と して の 教職が 必要 なの で あ る （「説教 と神 の 言葉 との は ざ

ま に て　　説 教学演習 へ の 覚 え書 き」 山 口
・芳賀編 『説 教 と 言葉』 225 頁以

下 ）。

　 こ う し た教会論 を 中心 に した新約神学 ， あ る い は 先 に触れ た 「福音書の イエ

ス 」 を も含 め た 「新約聖 書神学」が ，

一
つ の 領 域 と し て 残 っ て い る 。 山 谷先 生

の 言 を借 りれ ば
， 「私 は イエ ス と復活 に 時 間 が 懸か っ て しまい

，
パ ウ ロ や 第ニ

パ ウ ロ 書簡 ， 教会書簡 に 時間 が 残 っ て い な い 」 とい うこ とに な ろ う。

結 　論

　 「史的 イ エ ス 」 は 「ケ リ ュ グ マ の キ リ ス ト」 に先行 し て 存在す る し
， そ れ な

くして イエ ス 伝承 も福音書 ， 新約文書 も考え られ ない
。

　 「史的 イ エ ス 」 は
， 宗教 経 験 が 共 同体 の 伝 承 形 成 に 重 要 で あ る こ と を配慮 す

る 。
つ ま りA 型 な らび に B 型伝承が基 となる 。 さらに 伝承や福音書 に 散見 され

る 目撃者 た ち の 「記憶」 が あ る 。 そ して イエ ス の 同時代 に お け る ユ ダ ヤ 人 の 中

で 旧約や 中 間期文学の 思想の 中 で ， イエ ス 自身の 信仰 を垣 間見 る 。 伝承 ある い

は 新約文書 を産 み 出 した 共同体 の 中に 含 まれ る 視座 を媒介 に イ エ ス 像 を考 え る 。

　主 イエ ス は 真 っ 直 ぐに 歩 い て お られ る 。 自分 の 人 生 の 角々 で ， イ エ ス に 行 き

違 う人 は た くさ ん 居 る 。 主 イエ ス の 歩 む 道 と私 た ちの 歩 む道 とが
，

一
旦

， 交錯

し て も 。 私 た ち が 自分 の 道 を歩み 続 け る な ら ば
， そ れ は イ エ ス と の 邂 逅 の 時 が ，

また 同時 に
， 別離 の 時 とな る 。 イエ ス が 私の 自分 の 道 を 「横切 られ た 」 だ け で

は
， 出会 い は起 こ らな い

。 擦 れ 違 うだ けで あ る 。 自分 の 軌道 を捨 て
， 自分 の 道

を外 れ て 主 イ エ ス の 歩 む道 に 共 に 居 り， 同行 す る 生 活 で な けれ ば な ら な い
。 間
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キ リス トの 十 字架 と栄 光

違 っ て は い け な い
。 「私 た ちの 歩 む 道 の 同伴者が イエ ス だ 」 とい うの で は な く ，

「主 イ エ ス の 十 字 架 へ の 道 に 私 た ちが 同伴 す る の で ある 」。
エ マ オ へ の 道 を

， 確

か に 主 イエ ス は 二 人の 弟 子た ち を追 い か け ら れ た 。 しか し
，

主 イ エ ス に 出 会 っ

て
， 弟子 た ちは

， そ の 道 を また 逆 に 引 き返 した の で ある 。 神 の 計画 が あ りイエ

ス が 自分 へ の 召命 と して 献 身 し ， 殺 され た 十 字架が 歴 史 と し て 先 に あ っ て
， す

べ て が 初 ま っ た の で あ る 。

エ ピ ロ ー グ

　 こ の 春 で 東京神学大学 を定年退職する の で ある が ， 今 ， 考える と多くの 恩師 ，

友 人 を与 え ら れ ， さ ら に 想 像 もで き なか っ た 多 くの 機 会 ， ICU で 学 ん だ こ と ，

献身 ， 教 会 ， 留学 ， 神学教 師 と して の 場 ， 共同訳 聖書の 翻訳 ， 学長 と して の 使

命 ，
テ レ ビ で の 講義等 を与 えて 下 さ っ た 主 に 感謝せ ざる を得 ない

。

　 ま た こ れ ま で
， 皆 さ ん が た が 与 えて 下 さ っ た 交 わ りを感 謝 して い る 。 特 に

一

昨年 ， 心 臓 を患い 学長 を任期 の 途 中 で 辞任せ ざる を得 な くな っ た が ， 私 の 家 内

や 家 族 の 最大 級 の 看 護 と
， 主治 医 をは じめ とす る 病院 の 懸命 な 医療 に よ り

，
死

の 影の 谷 を二 度 ほ ど通 っ た 末 に もう
一

度 ， 命の 生 活へ 戻 っ て きた 。 そ の 背後 に

は 東 京 神 学大 学 や 多 くの 教 会 ， 友 人 た ち ， 多 くの 方 々 の 祈 祷 が あ っ た 。 そ の 中

に は
， 特 に 在学生 の 祈 りが あ っ た 。

一
昨年の 秋 に 倒 れ

， 昨年の 1 月27日に 2

度 目 の 退 院 ， 3 月 9 日 に 卒業式 が あ っ た 。 退 院 以 来 初 め て 皆 の 前 に 姿 を現 し ，

式辞 を語 り祝祷 を祈 っ た 。 そ の 夜 ， 寮 の 祈 祷 会 で
一

人 の 男子 の 卒 業生 が 1そ の

式辞 を聞 い て 祝祷 を与 え られ た と き涙 が 出 て 止 まらなか っ た」 と 語 っ た と聞 く。

そ れ は
， 死 の 床 に あ っ た 私 の た め に 祈 っ て くれ っ た 祈 りが 聞 か れ た と思 っ た 瞬

間で あ っ た の で あ ろ う。 主が 此処 に もい た もうこ とが ， 霊 に よ っ て 明 らか に さ

れ た の で あ ろ う 。

　ま た大 きな激励 が 与 え られ た 。
こ の 神学校の 卒業生 や 在 校 生 が

， 今 ， 定年 に

な り退 職 に な る病者 を励 ま し て くれ る 。 ク リ ス マ ス の 前 に ，
3 年前 の 卒業生 ，

加 藤 久孝 氏 よ り電 話 が あ っ た ． 彼 は 在学 中
，

わ が 家 の 庭 にや っ て きて 犬の グ レ

ー
ス に ， 「お 前 は い い な ， ギ リ シ 語 の 試験 が な い もの な 」 と語 っ て い た 一 人 で
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あ る 。 そ の 彼 よ りの
， 「今 日 ， 按手礼 を受け ま した 。 名実 と もに 主任 牧 師 と し

て 頑張 ります」 と の 報 告 が あ っ た 。 彼 は 私 の 1 歳 下 で
，

67歳 で あ る 。
こ れ か

ら伝道者 ・ 牧師と して 献身した舞台が始まるの で あ る 。

　また 今 日 こ こ に い る在校生 の
一

人宮 部望君 は ， 来年卒業す るが そ の 時68歳で

あ る 。 そ の 日か ら彼 の 新 しい 人生 が 始 まる 。 そ う考える と
，

キ リス トの 支配 の

下 で は 「私 の 心 臓 が 少 し伸 び て も縮 ん で も ， 大 した こ とで は な い 」。 What 　a

wonderful 　hfe　you　have ！ どん な苛酷 な状 況 に あ っ た と して も言える と，　 I　C　U

で 教養学部長で あ っ た ク ラ イ ダ ー
先生 が 前 に 書 き送 っ て 下 さ っ た 通 りで あ る 。

東京神学大 学 と い う神学 共同 体の 交 わ りの 中 に あ っ て
， 共 に祈 り共に 励 ま し合

うこ との で きる ，
こ れ は

， 大 きな イ ン サ イ ト
，

イ ン ス ピ レ ー シ ョ ン で は な い だ

ろ うか 。

　今 日 ，
お 集 りの 方 々 に お 願 い す る 。 教 会 の な い 神 学 は 空 し い

。 同時 に ， 神 学

の な い 教 会 も空 し く，
ム

ー ブ メ ン トに 過 ぎな い
。 神学生 の 人 々 は 是 非 ， 神学 を

学 ん で 頂 きた い 。 ま た ， 教 会は 神学 教育機関 を大切 に して 頂 きた い
。

　東京神学大学 の 上 に ， 主 の 祝福が あ る よ うに祈 る 。

祈 　祷

　主 イ エ ス ・キ リス トの 父 な る神様 。 今 日 ，
こ の よ うな 機 会 をお 与 え下 さ

い ま した こ と を感謝 い た し ます 。 42年 の 牧師 と し て の 生 活 ，
32年の 神学

教師 と して の 役割 へ と召 して 下 さ い ま した こ と を
，

心 よ り感 謝 い た し ます 。

こ の 後 ， どれ だ けの 齢 が あ る か
，

あ な た の 御心 が あ れ ば不自由な 身で あ り

まして も御用 に お 立 て 下 さい
。

　東京神学 大 学 の 上 に 主 の 祝 福 が あ り ます よ う に 。

　 キ リス ト
・イエ ス の 何 よ っ て 祈 ります 。

　 ア ー メ ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 了
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キ リ ス トの ト字架 と栄 光

商 売 を して 金 も うけ を しよ う』 と言 う人 た ち ， あ な た が た に は 自分 の 命 が

ど う な る か
， 明 日 の こ と も分 か らな い の で す 。 あ な た が た は

，
わ ずか の 間

現 れ て
， やが て 消 え て 行 く霧 に す ぎませ ん 。 む しろ

， あなたが た は
， 『主

の 御 心 で あ れ ば
，

生 き永 ら え て
， あ の こ と や こ の こ と を し よ う』 と言 うべ

きで す 。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ヤ コ ブ の 信徒 の 手紙4 ・13〜 15）

（まつ なが 　 き くお ）

〔注 〕

（注 1） 松永 希 久夫 「『史的 イ エ ス 』像考 察」， 東神 大出版 委員 会 ，
1978

，
112　− 114頁 。

（注 2 ） マ ル コ 1
，

16〜 20や ，
1〔〕， 13 − 16 の 記 述 に お い て は ． ブ ル トマ ン は 1

，
17 あ

　　る い は 10， 14〜 15の 背後 に あ る言辞 の み が 伝承 で あ り， 他 は そ れ ぞ れ の 言辞 の

　　 ドラ マ テ ィ ゼ ー
シ ョ ン で あ っ て 史実で は な い とす る 。 したが っ て シ モ ン ・ペ トロ

　　が 漁師で あ っ た か ど うか は 疑 問 に な り， イエ ス に 駆 け寄 る 親 子 の 姿 も創作 に なる 。

　　方法論 的に 伝承 史の 規則 に は 則 っ て 考 えれ ば そ うなの で ある が ， 弟子 た ちの 記憶

　　が そ こ に も働 い て い る の で は な い か 。

（注 3） N ． ペ リ ン 「編 集 史 とは 何 か 」の
“
訳 者あ とが き

”

で は
， 次の よ うに 説明 し

　 　 て あ る 。

　　　 「た とえば賀 川豊彦 ば りの 父親 を もっ た 子 供が ， あま りに 貧困で 家庭 をか え り

　　み ない 生 活 の ゆ え に
， 父親 に 対 して 悪 い 印象 を抱 い て い た とす る 。 と こ ろ が 父 親

　　が 死 ん だ後 に な っ て その 子供が 信仰 を得 た と きに ，初め て 父親の 素晴 ら しい 生 活

　　が 理解 で きた とい うよ うな場 合が あ る 。 最初 に 子供 が 抱 い て い た 父親像 は ， あ と

　　か ら得 た 父 親像 と比 較 す る と 不 完 全 な 誤解 と も言 い 得 る もの で あ っ た 。 し か し，

　　大切 な点 は
， 新 し い 父親 像 の 方 が 生 前 の 父親 の 真 実 の 姿 だ と思 い 当 た らせ る 父親

　　の 生 涯 が 先行 して い た とい う事実で ある 。

　　　逆 に 父 親 に 裏 切 ら れ た 深 刻 な 経 験 を 持 つ 子 供 は
， 父 親 が 死 ん だ 後

　　 に な っ て 周 囲 の 人 々 か ら ど ん な に 立 派 な 父 親 だ っ た か を 言 い 聞 か

　　 さ れ た と し て も納得 し な い と い う こ と が あ る 。 美 し い 父 親 像 に よ

　　 っ て 修 正 さ れ た な ら ど ん な に よ い か と 思 い つ つ も ， い や 周 囲 の

　　人 々 に は そ う で あ っ た か も し れ な い が 自 分 に と っ て は … … と 言 う

　　の で あ る 。
こ の 場 合 も ， 重 要 な 点 は ， 最 初 の 解 釈 が 再 解 釈 さ れ る

　　 こ と を 拒 む 父 親 の 生 が 事 実 と し て 先 行 し て い る と い う こ ど で あ る 。 1
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　　　イ エ ス の 場 合 ， 確 か に 復 活 と い う出 来 事 （啓 示 の 光 ） が な け れ ば

　 再 解 釈 （信 仰 ） は 起 こ ら な か っ た 。 し か し ， 同 時 に 復 活 の 光 に 照

　　ら し 出 さ れ た 新 し い イ エ ス 像 が ナ ザ レ 人 イ エ ス の 至 当 な る 理 解 で

　　あ る と 判 断 さ せ た 彼 の 生 き ざ ま死 に ざ ま （歴 史 的 存 在 ）が 先行 して い

　　て 初め て ，啓 示 は 内容 実 体 を伴 うの で ある 。

（注 4） G ． タ イ セ ン 「批 判 的信仰 の 論拠 一 宗教批判 に 耐え得 る もの は 何 か 一
」

　 　188頁 に は ， 次の 如 く語 ら れ て い る 。

　　　 「と こ ろ で つ ぎの こ とに は 大 い に 蓋然 性が あ る 。 共観 福音 書の イ エ ス 像 は
， イ

　 　エ ス の 死 後 お よ そ50年の うち に ， シ リ ア ー パ レ ス チ ナ 地域 に お け る イ エ ス 運動

　　に よ っ て 形成 され た 。 わ れ わ れ に 判断で きる限 りで は
， イエ ス の 生活様式や思考

　　方法 とイ エ ス の 弟子 た ちの 生活様式 や思 考方法の 間 に は 比較的強い 連続性 があ っ

　　た 。 した が っ て
， 伝承 され て きた イ エ ス 像 も， その 基本 的な特徴 に 関 して は 史的

　　イ エ ス に まで 遡 る こ とが ゆ る され る だ ろ う。 そ して
，

キ リス ト教 が ヘ レ ニ ズ ム 世

　　界 に 入 っ て 行 っ た 結果 ， 初め て こ う した イ エ ス 像 か らの ず れ が生 じ た の で あ る 。

　　パ ウ ロ は神 秘 的 な キ リ ス トの 出来 事 を 強調 す る 。
ヨ ハ ネ は 地 上 の イ エ ス 像

　　と
，

一 天 地の 間に 生 じた神秘 的 な出来事の 光 に 照 ら し出 され た 一 その 変容

　　との 間 の
一 種の 総合 を提 示 して み せ た 。」

　 　　弟 子 た ちの 「記 憶 」 の 中 に は ， イ エ ス の 死 洗 礼 者 ヨ ハ ネ との 関 係 ．
エ ル サ レ ム

　　中心の ユ ダヤ 教 との 関係等が残 され て い た こ とは
，

ほ ぼ 確か で ある 。
ヨ ハ ネ福音

　　書 も，
ガ リラ ヤ とユ ダ ヤの 双方の 伝道記述 ，

ベ テ ス ダ の 地 な ど歴 史的な 史実 を伝

　 　えて い る と言わ れ て い る 。

（注 5） 大貫 隆 ・佐藤研 ， 「イ エ ス 研 究 史」 （日本 基督教 団出版社 ・1998 ），
338 〜 340

　 　頁 。
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